17入院カルテ画面

17.1設置フォーム

	No
	フォーム名
	種類
	補足

	1
	記録履歴
	SELECT
	記録年月日・記録者を

「XXXXX/XX/XX　XXXXXXXX」

の形式で、降順で挿入する。

記録が無い場合には「-----」要素を挿入し、3から14までについてデフォルト値を設定する。

記録が1件以上存在する場合に、本画面新規表示の際には、最新記録日付（降順の1件目最上段）とする。
ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	2
	データ連携
	BUTTON
	入院時カルテクリップボード機能を起動する。

	3
	リセット
	BUTTON
	フォーム入力をリセットしクリアする。

	4
	S
	TEXTAREA
	空値をデフォルト値とする。
ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	5
	S引継フラグ
	CHECK
	未選択をデフォルト値とする。
ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	6
	O
	TEXTAREA
	空値をデフォルト値とする。

ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	7
	O引継フラグ
	CHECK
	未選択をデフォルト値とする。
ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	8
	Physical Examination
	＊＊＊
	ここでは、全内容をデータとしてテーブルに保持している。

対応する病棟問診の選択症状・ログイン属性を条件としてデフォルトセットが決まるので、表示項目と共にセット内容の両方を読み出して表示する。
　CarteDiseaseListTable1
CarteDiseaseListTable2
　CarteDisRelationTable
対応する入院カルテ記録がある場合、Physical Examinationについてその値をそれぞれデフォルト値として挿入する。

	9
	A
	TEXTAREA
	空値をデフォルト値とする。

ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	10
	A引継フラグ
	CHECK
	未選択をデフォルト値とする。

ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	11
	P
	TEXTAREA
	空値をデフォルト値とする。

ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	12
	P引継フラグ
	CHECK
	未選択をデフォルト値とする。

ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	13
	詳細補足
	TEXTAREA
	空値をデフォルト値とする。

ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。


17.2画面遷移

	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	認証成功
	問診リスト画面

予診・修正画面、外来カルテ画面、文書作成画面、データ検索画面におけるタブリンク押下

	自己遷移
	-
	-

	遷移先
	ユーザの任意動作
	予診・修正画面、外来カルテ画面、文書作成画面、データ検索画面におけるタブリンク押下

	
	診察券番号変更の場合
	問診リスト画面

	
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


17.3機能

17.3.1入院カルテ入力機能

入院時カルテについては、未記録の状態での入力項目は空値である。記録がある場合にはそれを表示する。「～引継ぎフラグ」は、各項目の内容をこのデータを含む週次サマリに連携させるかどうかについて手動で設定するためのフォームである。
以上

